
第
四
三
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
は
、
神
奈
川
の
地
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

神
奈
川
で
の
開
催
は
、第
九
回（
一
九
八
八
年
）、第
一
九
回（
一
九
九
八
年
）、第
二
七
回（
二
〇
〇
六

年
）、
第
三
四
回
（
二
〇
一
三
年
）
に
続
い
て
五
回
目
と
な
り
ま
す
。
前
回
の
神
奈
川
大
会
か
ら
お
よ

そ
一
〇
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

国
際
的
に
見
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
停
滞
し
て
い
た
時
期
は
あ
る
も

の
の
、
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
は
、
紛
争
、
貧
困
、
気
候
変
動

の
影
響
な
ど
様
々
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
移
民
排
斥
を
唱
え
る
人
々

や
政
党
が
勢
い
を
増
し
て
分
断
が
深
ま
っ
て
い
る
と
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

翻
っ
て
、
日
本
は
「
移
民
政
策
が
存
在
し
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
加
速
し
、
外
国
人
労
働
者
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本

政
府
は
外
国
人
を
労
働
力
と
し
て
の
み
捉
え
、
共
に
生
き
る
隣
人
と
し
て
受
け
入
れ
る
姿
勢
は
見
え

ま
せ
ん
。

日
本
人
に
は
基
本
的
な
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
義
務
教
育
も
外
国
人
は
適
用
の
範
囲
外
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
四
月
に
文
部
科
学
省
は
、
小
学
校
や
中
学
校
な
ど
に
通
え
て
い
な
い
「
不

就
学
」
の
お
そ
れ
が
あ
る
外
国
人
の
子
ど
も
の
数
は
、
全
国
で
八
〇
〇
〇
人
以
上
に
上
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
就
学
案
内
を
外
国
人
の
家
庭
に
は
送
付
し
て
い
な
い
地
方
公
共
団
体
が
未
だ
に
二
四
パ
ー

セ
ン
ト
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
生
徒
の
高

校
進
学
率
も
、
地
域
に
よ
る
差
が
大
き
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
罰
則
を
伴
わ
な
い
理
念
法
に
と
ど
ま
る
た
め
、
そ
の
後
も
日
本
各

地
で
差
別
を
煽
動
す
る
デ
モ
な
ど
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
神
奈
川
県
の

川
崎
市
で
は
二
〇
一
九
年
に
罰
則
付
き
の
条
例
が
全
国
に
先
駆
け
て
成

立
し
、路
上
で
の
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
表
現
は
減
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ネ
ッ
ト
上
に
は
差
別
表
現
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
多
く
の
子
ど

も
た
ち
は
日
常
的
に
差
別
に
触
れ
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
は

差
別
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
た
環
境
で
育
っ
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
も
「
リ
ア
ル
」
で
す
。
こ
の
重
大
な
人
権

侵
害
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
こ
の
集
会
も
二
年
間
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
昨
年
の
鳥
取
と
昨
年
の
徳
島
で
の
大
会
お
よ
び
生

徒
交
流
会
で
私
た
ち
は
本
当
の
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「
リ
ア
ル
」・
対
面
で
の
交
流
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
多
文
化
共
生
社
会
実
現
に
む
け
、
各
現
場
で
の

実
践
を
持
ち
寄
り
交
流
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
、ぜ
ひ
神
奈
川
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
開
催
要
項
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第 43回全国在日外国人教育研究集会・神奈川大会にご参加を !
多文化共生社会実現のための教育を創造しよう

日程・内容　≪ 2024 年≫

全国在日外国人生徒交流会
 8 月 12 日（月）～ 13日（火）
 横浜市野島青少年研修センター
　 （横浜市金沢区野島町 24-2）
フィールドワーク
 8 月 12 日（月）川崎方面を予定
開会行事・全体会
 8 月 13 日（火）
 横浜市教育会館
  （横浜市西区紅葉ヶ丘 53）
   JR・地下鉄桜木町駅から 500m
   京急日ノ出町駅から 600m
分科会・閉会行事
 8 月 14 日（水）
 横浜市教育会館

参加資料代
 3.000 円
 （生徒交流会・フィールドワークは別途）

参加申し込み
当日会場にて
 詳しくは開催要項をごらん下さ
い。後日、全外教のサイトに掲
載します。
 http://www.zengaikyo.org

主　催： 全国在日外国人教育研究協議会　全外教神奈川大会実行委員会
後　援： 神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市・横須賀市各教育委員会（以上、申請予定）　神奈川県人権教育推進協議会　他
連絡先 ： 全国在日外国人教育研究協議会　e-mail: mail@zengaikyo.org

第
43
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
（
神
奈
川
大
会
）


